
避難場所等の選択フロー 

震災時避難所 

（市立小中学校等） 

広域避難地 
（学校グランド・大規模公園等） 

自宅 
情報や 

食料等 

の入手 

＜自助＞ 

 ◇各自、各家庭における安全対策 

＜共助＞ 

 ◇地域における応急活動 

＜公助＞ 

 ◇消防による消火・救助・救急活動 

自 

助 共 

助 

公 
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＜自助＞ 

 ◇生活場所の判断 

 ◇支援体制が整うまでの自力生活 

＜共助＞ 

 ◇震災時避難所における避難所運営 

＜公助＞ 

 ◇震災時避難所の開設 

 ◇避難者等への情報・物資の提供 

震災時における避難体系 

【広域避難地とは】 

 自宅や一時避難地または震災時避難所の周
辺で、大規模火災が発生し、身の危険を感じ
た場合に、避難するためのものです。 

 火災が終息したら、生活ができる場所（自宅・
震災時避難所等）に移動します。 

海岸線から 

離れた高い場所 

一時避難地 
（近隣の公園・空地等） 

生活できる場所 

（自宅・震災時避難所等） 
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活動の主体 それぞれの役割 

①海岸付近にいる方 ①・②に該当しない方 

状況に応じた身の安全を確保できる場所の選択 

状況に応じた 

安全な場所 

①自宅が被害を受けて居住不能 

②余震による被害が不安 
自宅が居住可能 

状況に応 じ た生活場所の選択 
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大地震発生 

②自宅にいる方 

（地域での行動を決めている場合） 


